【報告】京都文教大学主催・第1回国際ユング心理学ワークショップ「ユング派サトル・ボディワークを学ぶ」 ―技法の背景と実施報告― by 名取 琢自 et al.
159
2010年 9 月 20日～ 24日の五日間、京都文































Universidade Católica de São Paulo） で 身
体と心理に関する授業を複数担当。1974 年に




より、独立大学院に相当する Institutio Sedes 
Sapientaeにおいて、心理運動学（Psychological 
Kinesiology）のコースを担当し、多くの学






















































































































































二日間の基本コース合計 31名（グループ A 14
名、うち院生 10 名、外部 3名、教員 1名；グルー
プB 17名、うち院生10名、外部6名、教員1名）、
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2 度目の体験であった。初回は 2010 年の初夏
にスイスのユング研究所で体験したワークで、
やはり今回の講師であったマリアンヌ・リゲッ
ティ先生によるものであった。本稿では、それ
ぞれのワークにおける自分自身の体験に注目す
ることで、今回のワークショップの拙い私見に
なればと思う。
まず、スイスでのワークを振り返るとその時
の情景がふわっと思い出される。ひんやりとし
た木目の床に白い壁、重厚な木の扉と繰り返し
模様からなる白い天井、大きな窓から取り込ま
れる柔らかな光と乾いた温かい風、すぐ近くに
広がるチューリッヒ湖の水がはねる音と人々の
話し声・・といったような情景である。自分が
ワークそのものとどう響きあっているかという
ことに自由に身を任せていた。あるワークをし
た時、私は自分を取り囲む部屋や、空気、人々
の声といったあらゆるものと区別なく、溶け
合っていくような、それでもまだ自分がどこか
に残っているような感覚を抱いた。ワークの直
後、その感覚に当てはまる表現は、日本語の中
にさえ、見つけられなかった。
次に、今回のワークショップを振り返ってみ
る。ぱっと浮かぶのはその期間に私が経験した
様々な出来事と、その出来事に対して抱いた無
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力感である。ワークを行っている最中に起きる
「出来事」もあれば、ワークの前後に起きてく
る「出来事」もあり、その勢いは猛烈なもので
あった。プログラムが終わり、部屋を出てもな
お、まだワークが引き続いているようであった。
それは時に、私に「日常生活」のリズムや法則
が揺るがされる感じをもたらした。そして、そ
の期間に体験したことを「出来事」と呼びたく
なるのは、気が付くと既に「そう」なってしまっ
ている、あるいはその状況が向こうから強烈で
巨大な力を持ってやってくるような印象を受け
たからである。
スイスで体験したワークも、今回のワーク
ショップで体験したワークも、私に響きかけて
くる本質は同じところにあるように感じられて
いる。にもかかわらず、ワークを体験する私自
身のありようによって随分ワークは違う表情を
見せてくれた。それはどちらがどう良いとか、
悪いといった単純明快なものではない。どちら
のワークでも、共通した課題ともいえるし、お
土産ともいいたいようなものがもたらされたの
である。その課題あるいはお土産は、ワーク
ショップが終わった今でも見過ごすことの出来
ないものとして、私の中に存在し、その折々に
違った表情を見せる。そして、目先の効率の良
さや課題の消費などにかまけていると、「何か
忘れていることは無いかい？」「気づかずにな
いがしろにしていることはないかい？」と語り
かけてくる。
こうして自分自身の体験を振り返ってみる
と、現在の私にとって「サトル・ボディワーク」
とは、私の中で少し芽吹き始めている「何か」
と繋がる道筋を一本すぅっと、しかし、極めて
強力に通してくれるものであった。この感覚は
スイスの初回に続き、今回のワークショップが
あったからこそ、より確信に近いものになった
といえる。
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